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2024年5月27日

KDDI株式会社 ビジネス事業本部 ビジネスデザイン本部 官公庁営業部

グループリーダー
藤井 洋平

令和６年度 第１回ＩＣＴに関する講演会

「能登半島地震におけるStarlink
（次世代衛星通信サービス）活用事例」
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講師自己紹介
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東京都（現在︓大阪在住）出身地

入社2002年

略歴

法人営業部門にて学術系分野の営業に従事2002〜2004年

官公庁営業部門にて防衛省、外務省、農林水産省などへの
中央省庁営業に従事2005〜2014年

国際サービスの立ち上げ、マーケティング推進、
アプリ開発などに従事2015〜2021年

官公庁営業部門に戻り自治体営業組織の創生、
営業推進業務に従事2021〜2022年

大阪にて西日本自治体営業推進に従事2023年〜

藤井 洋平
KDDI株式会社
ビジネス事業本部
ビジネスデザイン本部
官公庁営業部
地域共創営業2グループリーダー

能登半島地震では1/3に金沢入り、通算1か月現地対応
石川県庁リエゾンとして総務省/県庁との交渉を担当
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1984年 (昭和59年) 6月1日創業
東京都千代田区飯田橋3丁目10番10号
ガーデンエアタワー本社所在地

高橋 誠代表取締役社長

49,659人 (連結ベース)社員数

57,540億円売上高

9,616億円（一時的影響除けば10,806億円）営業利益
2024年3月期

25年春 本社移転
（高輪ゲートウェイ）

TAKANAWA GATEWAY CITY 新本社外観イメージ

飯田橋ガーデンエアタワー本社
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お客様に一番身近に感じて
ワクワクを提案し続ける会社

中期経営戦略

KDDI VISION 2030

「つなぐチカラ」
を進化させ、
誰もが思いを
実現できる
社会をつくる。

お客さまの新たな事業創出に向けてKDDIができること
KDDIは5Gによる通信事業の進化と、通信を核とした注力領域の事業拡大を図ります。

KDDIが目指す姿

サテライトグロース戦略（事業戦略） 経営基盤強化（非財務）

代表取締役社長 CEO 髙橋 誠
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Starlinkについて1
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数千基の低軌道衛星により大容量・低遅延通信を実現

Starlink 
（約550㎞）

静止衛星
（約35,000㎞）

約65
1
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電源が確保でき、空がひらけていれば「つながる」
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能登半島地震での影響2



先ずその前に携帯電話がつながる仕組みについて
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無線と有線を組み合わせて、つながっている

携帯電話がつながるしくみ

最寄りの無線基地局

ネットワークセンター

通話相手に最も近い無線基地局

ネットワークセンター
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➊電源断 ➋光回線断

土砂災害・電柱倒壊が発生

※重要拠点は24時間以上の蓄電池を設置

ネットワーク
センター

ネットワーク
センター

基地局用電源装置
（蓄電池※）

無線基地局

電柱

電柱

停電が長期化した場合、
蓄電池を使いきる場合がある

2
1光ケーブル

電力ケーブル



16

© 2024 KDDI

Confidential能登半島地震当時の現地状況



17

© 2024 KDDI

Confidential復旧に向けた取り組み

移動基地局、Starlink、発電機などを利用し
1日最大約500名体制で順次エリア支障解消

被災地への配備台数復旧機材

84台
（Starlinkおよび静止衛星対応）

移動基地局
（車載型・可搬型）

159台Starlinkアンテナ
(バックホール回線に活用)

228台ポータブル発電機

1隻
（NTTドコモ共同）

船上基地局

無線基地局

Starlink
アンテナ

Starlink
衛星

通信ケーブル断

車載型基地局 ポータブル発電機の給油作業の様子

Starlinkのバックホール回線活用
による復旧イメージ
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衛星回線を利用してエリアを復旧

ネットワーク
センター

無線基地局
車載型基地局

衛星地球局

衛星

Starlink
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地震発生後の取り組みについて3
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 命を、暮らしを、こころを『つなぐ』を優先して現地の支援対応

 被災地の皆様のニーズは次々に変化、携帯が復旧してもWi-Fiのニーズは続く
 そこには『つながりたい』被災者の方と、『つなぐ』通信と、『つなぎたい』KDDIグループの社員がいる

24時間365日つなぐ、それが当社の使命

現地に必要な物資の支援

Starlink

約450台 約100台

約50台 約300台

ポータブル電源

イリジウム携帯

携帯/WiFi/Tab
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対策本部運営

現地・東京あわせて
累計100人超参加

被災市民への支援

陸路・空路による
Starlink・支援物資の搬送等

国・自治体との連携

総務省、厚生労働省に
Starlink400台拠出
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国・自治体との連携について4
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石川県庁、輪島市、珠洲市、七尾市な
どへリエゾン派遣

石川県庁、および総務省をはじめとし
た各省庁と連携して通信インフラの早
期復旧に向け対応
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石川県庁さま、DMAT等への機器貸出
・イリジウム
・iPad
・携帯電話

・先ずは繋がるデバイスを少しでも
多く現地へ
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 総務省主管で石川県庁と連携して、避難所350箇所へStarlinkの設置支援
 厚労省主管でDMAT(災害対策医療チーム)の2箇所×25台＝50台の設置
 物流統括部の対応により、Starlinkの東京＋大阪からの迅速な輸送を確立・実現

支援概要（総務省︓避難所350台、厚労省︓DMAT50台）

防災センター
中学校

小学校

医療現場

輪島①

輪島②

珠洲市

能登町

穴水町

志賀町

七尾市

石川県庁

KDDI 東日本
物流センター

KDDI 西日本
物流センター

KDDI
金沢テクニカルセンター

避難所

DMAT

集積地
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〈搬入されるStarlink〉
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電源タップの緊急デリバリ

Starlinkの梱包/キッティング＠石川県庁 Starlink設置レクチャ＠SL対策室

東京から

大阪から



28

© 2024 KDDI

Confidential現場の状況/雰囲気（活動の様子）



29

© 2024 KDDI

Confidential孤立集落支援



30

© 2024 KDDI

Confidential
Confidential

課題もあった・・5
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輪島①

輪島②

珠洲市

能登町

穴水町

志賀町

七尾市

石川県庁

KDDI 東日本
物流センター

KDDI 西日本
物流センター

KDDI
金沢テクニカルセンター

集積地

①運送手段確保が困難
⇒現場への発送遅延

（最速で1/9集積地着）
⇒優先物資輸送とバッティング

②現場ニーズと輸送量のギャップ
⇒現場倉庫の圧迫
⇒管理不行き届き
⇒行方不明端末の増加

③現場ノウハウ/認知不足
⇒利用されない、設置もされない
⇒強引な設置環境
⇒キッティング不足で即利用不可

①

③②
防災センター

中学校
小学校

避難所
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平時でも、災害時でも、
意識することなく「つながる」
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将来に向けて6
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※2024年5月13日付 日本経済新聞記事抜粋
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まとめ
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• Starlinkは電源が確保でき、空がひらけていれば「つながる」

• 能登半島地震でも避難所などで有用性が実証された

• ただし現地運送/最適配置/現場利用で課題⇒平時の備えが肝要

• 平時より運用されていて、災害時でも意識せず
皆が利用できる環境構築が望ましい




